
 

 

 

 

 

 

                      

 
 

        

          

               

名寄市職労青年部  

                                 

VOL.３７ ２０１６年１２月５日  

第
１２
回
定
期
総
会 

 

今
定
期
総
会
で
は
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
、
来
賓
あ
い
さ
つ
、
平
和
の
旅
及
び

中
央
大
交
流
集
会
報
告
、
議
題
提
起
、

全
体
討
論
の
内
容
で
進
み
ま
し
た
。 

 

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
堂
前
上
川

地
本
青
年
部
長
か
ら
、
情
勢
な
ど
に
つ

い
て
触
れ
な
が
ら
「
政
治
闘
争
は
私
た

ち
の
代
弁
者
を
出
し
て
終
わ
り
で
は

な
い
。
日
頃
か
ら
政
治
を
意
識
す
る
こ

と
が
大
切
」
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
１０
単
組
・
総
支
部
か
ら
発
言 

全
体
討
論
で
は
富
良
野
市
労
連
か

ら
「
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
態
討
論
か
ら
、

『
大
量
退
職
や
機
構
改
革
で
減
員
と

な
り
業
務
量
が
増
加
し
た
が
、
超
勤
が

全
く
出
な
い
実
態
や
、
青
年
が
指
導
す

る
立
場
に
な
っ
て
い
る
の
は
お
か
し

い
』
と
い
っ
た
仲
間
の
切
実
な
思
い
が

出
さ
れ
、
実
態
を
当
局
に
訴
え
た
結

果
、
新
規
採
用
者
１
名
増
を
勝
ち
取
る

こ
と
が
出
来
た
。
」
と
仲
間
と
思
い
を

共
有
し
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い
る
と

い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

名
寄
市
職
労
か
ら
は
、
神
田
副
部
長

か
ら
『
時
間
外
点
検
表
や
職
場
実
態
討

論
を
通
じ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
人
員

不
足
・
サ
ー
ビ
ス
超
勤
の
実
態
、
特
に

過
酷
な
現
場
で
働
く
病
院
職
場
・
保
育

職
場
を
改
善
す
る
た
め
独
自
要
求
書

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
小
さ
な
こ
と

で
も
要
求
し
て
い
こ
う
。
失
敗
し
て
も

ま
た
や
り
直
せ
ば
い
い
と
思
う
。
』
と

青
年
部
で
独
自
で
要
求
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
発
言
を
し
ま
し
た
。 

堂
前
上
川
地
本
青
年
部
長
退
任 

 

そ
の
後
全
体
で
議
案
を
承
認
し
、
運

動
の
方
針
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

承
認
後
に
は
上
川
地
本
青
年
部
の
役

選
が
行
わ
れ
、
堂
前
上
川
地
本
青
年
部

長
の
退
任
と
、
高
橋
特
別
幹
事
が
上
川

地
本
特
別
幹
事
に
再
任
し
ま
し
た
。 

☝あいさつする堂前地本部長 

☝発言する神田副部長 

堂前さん、地本任務お疲れ様でした☆ 

【２０１７上川地本青年部役員体制】 

部 長 鈴木 創太（上川町職労） 

副 部 長 澤田 幸紘（士別市職労） 

副 部 長 加藤 優弥（剣淵町職） 

事務局長 端場 大竜（愛別町職） 

事務局次長 鈴木  隼（占冠村職） 

特別幹事 高橋 弘樹（名寄市職労） 

【今回の参加者】 

福田・斉藤(和)・神田・日野(和)・横澤 

髙橋(美)・上山・高橋(弘)・仁尾・堂前 

 


